






























































2	 F.	Nietzsche,	Nietzsche Werke: Kritische Gesamtausgqbe, Abt. 6, Bd. 2, 








































































































6	 S.	Burik,	The End of Comparative Philosophy and the Task of Comparative 





















































































































































































































































































井 筒 が 注 目 す る の は、 デ リ ダ が「 書 く 」 と い う こ と を
「書
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































56	 R.	Elberfeld,	 “The	Middle	Voice	of	Emptiness:	Nishida	and	Nishitani,”	 in	
Bret	W.	Davis,	Brian	Schroeder,	and	Jason	M.	Wirth,	 eds.,	 Japanese and 














































考が思考の場所においてそれ自身を思考する（Das Denken denkt 
























































































































エ ク リ チ ュ ー ル
記言語・文字言語」そのものではないと
いうことだ。すなわち、「書
































































































































ピ ク ト グ ラ ム
画文字、表



























































































































エ ク リ チ ュ ー ル
現・表記〉に具体化 = 具象化されうると考えるからだ。西田の
「書








本稿は、2019 年 8 月 5・6 日に行われた「野家啓一先生古希祝賀研
究会」（於　宮城県・松島）で口頭発表された「西田幾多郎のグラマ
トロジー」の前半部分に、大幅な加筆と修正を施したものである。
研究会では、野家啓一先生（東北大学名誉教授）をはじめ、筆者の
司会を務めてくださった宮島光志氏（富山大学教授）、また研究会の
世話人の労を取られた森元（佐藤）透氏（東北大学国際文化研究科教
授）、小林睦氏（東北学院大学教授）、城戸淳氏（東北大学文学研究科
准教授）のお三方、さらにはいちいち名前を上げることはしないが、
同席された諸先輩、同輩、後輩の方々から有益にして厳しいご意見を
頂戴することができた。この場を借りて、御礼申し上げます。
特に、宮崎裕助氏（新潟大学准教授）からは、デリダ哲学に関する
有益な質問を頂戴することができた。宮崎氏の質問に対して、本稿で
は、不十分ながら筆者からの回答の一端を述べたつもりである。宮崎
氏の質問に応えきれていないことは承知している。宮崎氏には、ご寛
恕を請いたい。
本稿のさらなる展開についての続編は、本（2020）年刊行の『思索』
（東北大学哲学研究会）に掲載予定である。
